
64
令和４年11月

北栄町議会

議会だより

北栄

http://www.e-hokuei.net

北栄町議会 検 索
町
政 6ここを問う

令和３年度決算認定 2

　　　下水道使用料値上げ 4

「芝生になりました」
北条多目的広場（旧テニスコート）

特集



議会だより北栄 ６４号
令和４年11月 2

下
水
道
使
用
料
値
上
げ
へ

９ 月
定 例 会

　
９
月
定
例
会
を
９
月
５
日
か
ら
21
日
ま
で
17
日
間
で
開
催
。
令
和
３
年
度
会
計
決
算
の
認
定

11
件
、
本
年
度
補
正
予
算
６
件
、
条
例
な
ど
７
件
、
請
願
・
陳
情
３
件
な
ど
全
27
件
を
審
議
し

た
。
陳
情
２
件
を
不
採
択
と
し
た
ほ
か
は
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
た
。

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
額
は
５
億
７
３
６
万
円
で
、
補
正
後
は
総
額
１
０
４
億
１
２
９
０
万

円
と
な
る
。

実
質
収
支 

前
年
比
57
％
増

　
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
歳
入
１
１
３
億
５
５
０
１
万

円
、
歳
出
１
０
８
億
１
６
３
２
万

円
で
翌
年
度
繰
越
額
を
差
し
引
く

実
質
収
支
は
、
前
年
比
約
１
億
４

０
０
０
万
円
（
57
％
）
増
の
３
億

７
７
７
９
万
円
の
黒
字
だ
っ
た
。

　
好
調
な
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は

７
億
５
３
３
８
万
円
、
前
年
比

17
・
８
％
増
で
初
め
て
７
億
円
を

突
破
。
平
成
30
年
度
の
３
・
９
倍

に
成
長
し
た
。

下
水
道
使
用
料
値
上
げ

　
下
水
道
使
用
料
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、
今
後
の
財
政
見
通
し
な

ど
を
勘
案
し
超
過
分
は
据
え
置
く

が
、
基
本
料
金
を
月
額
４
１
６
円

引
き
上
げ
る
も
の
。

　
こ
れ
に
よ
り
基
本
料
金
が
２
０

９
５
円
と
な
り
、
平
均
的
な
一
般

家
庭
の
毎
月
30
㎥
の
使
用
料
金
は

６
５
４
１
円
か
ら
６
９
５
７
円
と

な
る
。（
金
額
は
税
込
み
、
詳
細

は
４
ペ
ー
ジ
）

　
町
は
下
水
道
事
業
を
集
中
的
に

進
め
平
成
25
年
に
完
了
。
普
及
率

96・７
％
は
県
内
最
高
を
誇
る
が
、

今
で
は
人
口
減
少
に
よ
り
使
用
料

収
入
が
減
。
経
営
維
持
の
た
め
赤

字
補
填
を
多
額
の
繰
入
金
に
依
存

し
て
い
る
。

　
現
代
だ
け
で
な
く
将
来
の
町
民

も
使
用
で
き
る
よ
う
、
世
代
を
問

わ
ず
公
平
に
費
用
を
負
担
し
、
過

重
な
負
担
を
先
送
り
せ
ず
施
設
の

耐
震
化
、
老
朽
化
対
策
を
講
じ
次

世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
と
さ
れ
る
。

民
間
診
療
所 

 

新
規
開
設
継
承
支
援
基
金

　
現
在
の
由
良
地
区
の
状
況
を
受

け
、
民
間
診
療
所
の
新
規
開
設
の

促
進
及
び
継
承
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
の
基
金
を
設
置
。
土
地
、
建

物
、
開
設
資
金
な
ど
に
２
０
０
０

万
円
を
計
上
。

基
本
料
金
を
令
和
５
年
４
月
よ
り

令和３年度決算認定

108億1632万円
歳 出
使ったお金

衛生費
9.1％

消防費
2.6％

商工費
1.9％

教育費
9.0％

民生費
25.5％

総務費
21.8％

公債費
（借金返済）
7.4％

土木費
13.6％

災害復旧費
0.9％ 議会費

0.9％

農林
水産業費
7.3％

自主財源　
29.6％

依
存
財
源
　

70.4％

町税
12.5％

国庫支出金
15.1％

町債
（借金）
7.7％

県支出金
8.4％

その他の依存財源
4.2％

地方交付税
35.0％

113億5501万円
歳 入
入ったお金

その他の
自主財源
3.2％

繰入金
4.0％
繰越金
3.3％

寄附金
6.6％
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交
通
対
策
事
業

町
田
　貴
子

　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
激

減
し
て
い
る
理
由
は
。

　
こ
の
ま
ま
継
続
す
る
の
か
、
他
の

方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

中
野
企
画
財
政
課
長

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外
出
機
会
の
減

少
が
影
響
か
。

　
路
線
バ
ス
か
ら
移
行
し
た
経
緯
も

あ
り
、
利
用
減
少
で
廃
止
に
は
な
ら

な
い
。
周
辺
市
町
や
バ
ス
会
社
の
事

情
を
考
慮
し
、
補
填
し
な
が
ら
維
持

し
て
い
く
。

問答

収
入
保
険
加
入
促
進
事
業

井
川
　敦
雄

　
農
家
と
町
に
と
っ
て
大
切
な
保
険

だ
が
、
現
在
の
加
入
率
は
。

　
加
入
対
象
者
の
枠
を
広
げ
、
多
く

の
農
家
が
安
心
し
て
継
続
的
営
農
が

で
き
る
よ
う
検
討
を
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
加
入
率
は
32
％
。
こ
れ
は
国
の
制

度
だ
が
、
農
業
者
と
共
済
組
合
の
声

を
聞
き
、必
要
で
あ
れ
ば
要
望
し
た
い
。

由
良
川
河
口
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

阪
本
　和
俊

　
由
良
川
は
２
級
河
川
で
あ
る
。
本

来
な
ら
浚
渫
は
県
が
す
べ
き
で
は
。

手
嶋
地
域
整
備
課
長

　
７
月
豪
雨
等
で
河
口
に
土
砂
が
多

量
に
堆
積
し
た
。
航
路
の
安
全
確
保

問答問答

の
た
め
、
緊
急
的
に
１
回
に
限
り
町

が
行
っ
た
。町

長

　
今
回
は
予
備
費
を
充
用
。
浚
渫
は

県
に
常
に
要
請
し
て
い
る
。

法
面
崩
落
災
害
復
旧

野
田
　秀
樹

❶
一
連
の
値
上
が
り
で
資
材
の
高

騰
、
入
荷
の
遅
延
は
な
か
っ
た
か
。

❷
高
騰
に
よ
り
、
元
請
業
者
に
不
利

益
の
な
い
よ
う
検
討
を
。

手
嶋
地
域
整
備
課
長

❶
一
部
の
鋼
材
が
入
荷
し
に
く
か
っ

た
が
、
価
格
高
騰
の
影
響
は
な
い
。

❷
元
請
が
適
正
な
価
格
で
工
事
が
行

え
る
よ
う
柔
軟
に
対
応
す
る
。

給
食
の
地
産
地
消

井
川
　敦
雄

❶
使
用
さ
れ
る
食
材
の
県
内
産
の
割

合
が
95
％
。
な
ぜ
１
０
０
％
で
は
な

い
の
か
。

答問答

被災した面法

問

❷
町
内
産
の
割
合
は
。

中
原
教
育
総
務
課
長

❶
県
内
産
の
ミ
カ
ン
と
油
揚
げ
が
調

達
で
き
な
か
っ
た
。

❷
重
量
ベ
ー
ス
で
50
％
。
肉
・
魚
介

類
が
調
達
で
き
な
か
っ
た
。

猫
の
避
妊
・
去
勢
補
助
金

町
田
　貴
子
　

　
予
算
執
行
さ
れ
る
一
匹
当
た
り
の

額
が
少
な
い
。
実
費
を
支
給
す
べ
き

で
は
。

　
保
護
猫
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
個
人
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
再
度
補
助
金
額
の
精
査
を
。

答

北栄町産黒毛和牛100％

問

杉
本
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
こ
れ
は
県
と
実
施
し
て
い
る
事
業

で
、
今
後
協
議
す
る
。

町
有
財
産

前
田
　栄
治

❶
向
山
団
地
跡
地
の
今
後
の
利
活
用

の
方
針
を
、
ど
う
考
え
て
い
る
。

❷
旧
北
溟
中
学
校
共
有
地
に
関
し

て
、
財
産
調
書
に
は
面
積
の
記
載
し

か
な
い
。
売
却
費
は
ま
だ
か
。
売
買

契
約
を
含
む
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長

❶
有
効
活
用
を
望
む
が
、
可
能
な
ら

売
却
し
た
い
。
今
後
の
予
定
は
こ
れ

か
ら
考
え
る
。

中
野
企
画
財
政
課
長

❷
湯
梨
浜
町
側
で
手
続
き
を
進
め
、

工
損
補
償
費
を
精
査
し
契
約
へ
。

　
本
年
度
内
に
契
約
を
完
了
し
入
金

を
目
指
す
。

答問答答

質 疑 あ れこれ

令
和
３
年
度
決
算

乗り合いタクシー

由良川河口

この仔に補助金を

解体前の向山団地
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基
本
料
金
の
引
き
上
げ
は
、
低
い
年
金
に
頼
っ
て
暮
ら
し
て
い
る

高
齢
者
や
低
所
得
の
家
庭
に
影
響
が
大
き
く
公
平
で
は
な
い
。

　
他
の
サ
ー
ビ
ス
が
圧
迫
さ
れ
る
な
ら
、
新
た
な
投
資
的
事
業
の
抑

制
が
必
要
で
は
。

�

斉
尾
　智
弘

　
県
内
で
一
番
高
額
な
使
用
料
に
な
れ
ば
人
口
の
流
出
が
懸
念
さ
れ

る
。
諸
物
価
高
騰
の
今
、
改
定
は
見
送
る
べ
き
で
は
。

　
今
回
の
改
定
を
見
送
れ
ば
、
結
果
と
し
て
予
測
さ
れ
る
将
来
の
急

激
な
値
上
り
の
方
が
、
町
民
の
負
担
が
大
き
い
の
で
は
。

�

蓑
原
美
百
合

　
一
般
会
計
か
ら
補
填
を
続
け
る
こ
と
は
、将
来
に
賄
う
べ
き
福
祉・

教
育
な
ど
の
経
費
を
抑
制
す
る
こ
と
に
な
る
。
改
定
は
必
要
だ
。

�

賛
成
議
員
　
　
中
山
・
井
川
・
蓑
原

�

奥
田
・
秋
山
・
油
本

�

町
田
・
前
田
・
阪
本

反
対
討
論

長
谷
川
昭
二

賛
成
討
論

井
川
　敦
雄

賛
否
あ
り

値
上
げ
に

井
川
　敦
雄

　
将
来
的
に
値
上
げ
は
仕
方
な
い
が
、

諸
物
価
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
今
、

下
水
道
使
用
料
値
上
げ
の
納
得
は
困

難
で
は
。生
活
弱
者
へ
の
減
免
措
置
を
。

　
国
か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
交
付
金

の
未
使
用
分
を
充
当
し
て
は
。

町
長

　
相
次
ぐ
値
上
げ
で
生
活
が
大
変
だ

が
、
今
や
ら
な
く
て
は
負
担
を
将
来

へ
繰
り
越
す
。
減
免
措
置
が
可
能
な

ら
全
世
帯
を
対
象
に
期
限
を
設
け
検

討
。

　
コ
ロ
ナ
関
連
の
交
付
金
の
残
高
は

約
１
４
０
０
万
円
。
し
っ
か
り
と
検

討
し
た
い
。長

谷
川
　昭
二

❶
基
本
料
金
だ
け
の
９
％
の
値
上
げ

は
、
低
所
得
者
や
年
金
生
活
者
に
公

平
で
は
な
い
。
利
用
者
に
は
基
本
料

金
も
超
過
料
金
も
関
係
な
い
。
配
慮

さ
れ
る
べ
き
で
は
。

❷
答
申
に
よ
れ
ば
、一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
他
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

圧
迫
し
て
は
な
ら
な
い
と
あ
る
が
、本

当
に
必
要
な
事
業
を
優
先
す
べ
き
だ
。

手
嶋
地
域
整
備
課
長

❶
こ
れ
ま
で
超
過
分
を
重
点
的
に
引

き
上
げ
、
基
本
料
金
は
生
活
環
境
に

あ
る
程
度
配
慮
し
な
が
ら
抑
え
て
き

た
。
し
か
し
過
去
の
改
定
で
生
じ
た

問答問答

偏
り
の
是
正
の
た
め
、
答
申
の
通
り

対
象
を
基
本
料
金
と
し
た
。

　
一
般
会
計
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、

緩
や
か
な
改
定
を
選
択
し
た
。

町
長

❷
優
先
す
べ
き
事
項
は
財
政
状
況
を

見
て
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。

野
田
　秀
樹

　
多
く
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
鉄
蓋
の
耐

用
年
数
が
来
る
。
維
持
費
は
考
え
て

い
る
の
か
。手

嶋
地
域
整
備
課
長

　
マ
ン
ホ
ー
ル
等
の
維
持
管
理
は
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
管
理
し
て

い
る
。
財
源
が
不
足
す
れ
ば
、
補
正

予
算
や
起
債
で
対
応
。

斉
尾
　智
弘

　
近
隣
市
町
と
比
較
し
割
高
感
が
あ

る
。移
住
促
進
に
支
障
が
あ
る
の
で
は
。

町
長

　
可
能
性
は
あ
る
が
、
町
全
体
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
で
選
ん
で
ほ
し
い
。

答問答問答

【改定による影響額】

現　行 改定後

使用料区分 料金体系 単価（１か月） 単価（１か月）

０～10㎥ 基本料金 1,679円 2,095円

11㎥～ 超過料金
（１㎥あたり） 243.1円 243.1円

現　行 改定後 差　額

6,541円 6,957円 416円

金額はいずれも税込み（10％）

【一般家庭の平均的使用量（30㎥/１か月）で比較】

下水道使用料値上げ特集
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議決結果一覧
条
　
　
　例

北栄町企業版ふるさと納税基金条例

可　決�
（全会一致）

北栄町民間診療所新規開設継承支援基金条例

北栄町職員の育児休業等に関する条例の一部改正

北栄町介護保険条例の一部改正

北栄町公共下水道条例の一部改正 可　決�
（賛成９人）

補
正
予
算

一般会計補正予算（第４号）� （５億736万円�）

可　決�
（全会一致）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）� （7215万円）

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）� （6985万円）

大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第２号）� （192万円）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）� （31万円）

下水道事業会計補正予算（第１号）� （1361万円）

請願 ・ 陳情件名 請願 ・ 陳情者名 採　決 委員会意見

会計年度任用職員の処遇改善に向け
た法改正と雇用安定を求める請願

自治労鳥取県本部
� 執行委員長　山口　一樹
北栄町職員労働組合
� 執行委員長　菱井　健生
� （紹介議員　蓑原美百合）

採　択
（全会一致）
意見書を提出

良質で安定した行政サービスの維持・向
上のためには、会計年度任用職員の処遇
改善、雇用安定が急務であるため
� （総務教育）

沖縄を「捨て石」にしない安全保障
政策を求める意見書の提出を求める
陳情

辺野古を止める！全国基地引
き取り緊急連絡会
� 漆山ひとみ

不採択
（全会一致）

本陳情の趣旨は理解できるが、国防問題
は、国が主体となって解決に向かうべき
である� （総務教育）

中国共産党による臓器収奪の即時停
止ならびに人権状況の改善を求める
意見書の提出に関する陳情

� 井田　敏美 不採択
（全会一致）

陳情の根拠となる具体的な情報が不十分
であるため� （総務教育）

みなさまからの�請願・陳情 はこうなりました

令和３年度　決算議案　審議結果
会計 歳入 歳出 審議結果

一般会計 113億5501万円 108億1632万円 認定　（賛成11）

特

　別

　会

　計

国民健康保険 18億5682万円 17憶5220万円 認定　（賛成13）
介護保険 17億230万円 16億3323万円 認定　（賛成13）
農業集落排水 1360万円 1360万円 認定　（賛成13）
栄財産区 77万円 60万円 認定 （全会一致）
合併処理浄化槽 686万円 686万円 認定　（賛成13）
大栄歴史文化学習館 6425万円 6425万円 認定（全会一致）
後期高齢者医療 １億7486万円 １億7455万円 認定　（賛成13）

公
営
企
業
会
計

水道
収益的収支 ２億9266万円 ２億1237万円 可決及び認定 

（全会一致）資本的収支 8453万円 ２億1296万円

下水道
収益的収支 10億3211万円 ８億1858万円 可決及び認定 

（賛成13）資本的収支 ４億713万円 ９億164万円

風力
収益的収支 ４億4498万円 ４億485万円 可決及び認定 

（全会一致）資本的収支 0 １億円
＊公営企業会計で資本的収支の支出額に対する収入額の不足は、内部留保資金で補填しています。

反対討論
長谷川
＊ 物価高騰に苦しむ町民の負担軽減が

図られていない。
阪本・蓑原
＊ 由良川河口の浚渫工事費の支出が不

適切である。

賛成討論
井川
＊ キャッシュレス決済やほくほくカー

ドの拡大を評価する。
斉尾
＊ 無駄な事業はなく、おおむね適切な

執行となっている。

賛否 あり
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ここを う問町
政

９月定例会では10人の議員が
18問の一般質問を行いました

質問分野 質　　問　　事　　項 質問者 ページ

環境・自然
風力発電事業 油本　朋也

7
コウノトリの住むまちへ 斉尾　智弘

教育

大栄こども学級 油本　朋也
8

給食費の無償化 尾嶋　準一

有意義な夏休みを
中山　功一 9

タブレット端末の活用

くらし

町政のデジタル化 井川　敦雄
10

高齢者の孤立防止 蓑原美百合

地域猫活動
斉尾　智弘 11

住宅周辺の農道、水路の管理

政治・財政
相続土地国庫帰属法 阪本　和俊

12
下水道事業会計 秋山　　修

政治・政策
肥料価格の高騰対策

長谷川昭二 13
道の駅の運営

防災
地域防災 蓑原美百合

14
民家の雨水排水改良への支援 斉尾　智弘

医療・健康
地域医療の確保 蓑原美百合

15
子どものワクチン接種 奥田　伸行

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６４号
２０２２年11月7

　
　
　
　
　
　
自
然
環
境
の

不
確
定
要
素

が
多
い
こ
と
か
ら
、
来
年
、

再
度
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
す

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
状
況
を

確
認
し
、
そ
の
時
に
保
護
対

策
を
検
討
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
令
和
７
年

度
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ

契
約
終
了
後
、
解
体
撤
去
。

❷
ハ
ブ
の
高
さ
１
１
０
ⅿ

（
65
ⅿ
）、
ブ
レ
ー
ド
の
直

径
１
７
２
ⅿ
（
77
ⅿ
）、
風
車

の
高
さ
１
７
９
ⅿ（
１
０
３
・

５
ⅿ
）、
５
～
７
基
（
9
基
）、

出
力
４
～
６
Ｍ
Ｗ
（
１
・
５

Ｍ
Ｗ
）。（
　
）
は
現
行
風
車

❸
令
和
９
年
事
業
開
始
、
国

坂
か
ら
西
園
の
海
岸
線
。
25

年
間
稼
働
予
定
。

❹
事
業
者
の
説
明
に
は
、
必

要
な
ら
町
職
員
を
同
席
さ
せ

る
。

❺
直
ち
に
判
断
は
し
な
い

が
、
当
然
参
考
に
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
町
が
運
営

す
る
現
在

の
風
力
発
電
事
業
と
、
新

し
く
町
内
に
進
出
を
計
画

す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発（
株
）の
風
力
発

電
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

以
下
の
点
を
伺
う
。

❶
現
行
の
風
力
発
電
設
備

の
撤
去
計
画
は
。

❷
新
し
く
民
間
事
業
者
が

計
画
し
て
い
る
、
高
さ
が

今
の
１
・
７
倍
の
風
車
の

計
画
の
内
容
は
。

❸
ど
こ
に
、
い
つ
か
ら
。

❹
事
業
へ
の
町
の
対
応
は
。

❺
反
対
の
署
名
が
多
数
集

ま
っ
た
ら
。

油
本

町長 進行している
高さ179ⅿの巨大風車計画が

営
巣
場
所
の
設
置
を

町
長
来
年
の
状
況
を
見
て

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
住
む
ま
ち
へ

風力発電事業

　
　
　
　
　
　
天
然
記
念

物
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
、
町
内
の
電
波

塔
に
巣
を
作
り
、
子
育
て

の
様
子
が
確
認
さ
れ
た
。

　
毎
年
同
じ
場
所
で
子
育

て
を
す
る
習
性
が
あ
る
の

で
、
巣
を
撤
去
さ
れ
る
電

波
塔
で
は
な
く
、
専
用
の

営
巣
場
所
の
設
置
を
。

斉
尾

斉
さい

尾
お

　智
とも

弘
ひろ

油
ゆ

本
もと

　朋
とも

也
や

ほくちゃん　あいちゃん　スイカちゃん

これの1.7倍が

ⓒ青山剛昌／小学館

町
政
こ
こ
を
問
う
（
環
境
・
自
然
）
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発
表
の
予
定
。
提
案
を
受
け

て
来
年
度
、
設
計
に
着
手
。

❷
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
場
合
は
、
大
栄
こ

ど
も
学
級
と
「
第
三
の
居
場

所
」の
併
設
は
財
政
、運
営
、

支
援
体
制
の
面
か
ら
検
討
す

る
。

❷
分
館
の
方
針
決
定
後
に
な

る
が
、
移
転
先
は
大
栄
小
学

校
も
選
択
肢
の
一
つ
。
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
も
候
補
に

「
第
三
の
居
場
所
」
と
の
共

存
の
可
能
性
を
探
る
。
現
在

の
80
人
ま
で
は
受
け
入
れ
る
。

教
育
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
中
央
公
民

館
大
栄
分

館
の
建
て
替
え
が
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
施
設

を
使
用
し
て
い
る
大
栄
こ

ど
も
学
級
の
今
後
に
つ
い

て
、
次
の
点
を
伺
う
。

❶
新
し
い
中
央
公
民
館
大

栄
分
館
の
構
想
は
い
つ
決

ま
る
の
か
。

❷
大
栄
こ
ど
も
学
級
の
移

転
先
と
収
容
人
数
は
。

油
本

町長「ほくラボ」の提案待ち
教育長職務代理者 大栄小、勤体も選択肢

子どもたちはどこへ
大栄こども学級

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
を

町
長
学
校
給
食
法
を
尊
重

教
育
長
職
務
代
理
者

軽
減
制
度
は
活
用
し
て
い
る

給
食
費
の
無
償
化　

　
　
　
　
　
今
年
度
は
負

担
軽
減
の
た

め
、
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
８
～
10
月
分
を
減

免
し
た
。
し
か
し
学
校
設
置

者
で
あ
る
町
と
児
童
生
徒
の

保
護
者
の
分
担
に
よ
る
学
校

給
食
費
の
負
担
を
定
め
た
学

校
給
食
法
を
尊
重
し
、
無
償

化
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
今
年
に
入

り
物
価
が

ど
ん
ど
ん
上
が
り
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
賃
金
は
上
が

ら
ず
苦
し
い
状
態
で
あ

る
。
少
し
で
も
家
庭
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
小
・

中
学
校
の
給
食
費
の
無
償

化
を
考
え
て
は
。

尾
嶋

　
経
済
的
に
苦
し
い
世
帯
へ

は
、
就
学
援
助
制
度
の
活
用

で
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
❶
新
し
い
構

想
を
「
ほ
く

え
い
未
来
ラ
ボ
」
が
12
月
に

町
長

大栄こども学級

尾
お

嶋
じま

　準
じゅん

一
いち

油
ゆ

本
もと

　朋
とも

也
や

大好きなサプライズ給食

町
政
こ
こ
を
問
う
（
　教
　育
　）

議会だより北栄 ６４号
２０２２年11月9

教育長職務代理者 学校と検討
　
　
　
　
　
　
❶
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル

中
止
に
よ
る
他
の
受
け
入

れ
先
へ
の
負
担
は
な
か
っ

た
か
。

❷
エ
ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ

た
学
校
を
子
ど
も
の
受
け

入
れ
先
と
で
き
な
い
か
。

❸
夏
休
み
は
、
ど
の
よ
う

な
時
期
や
期
間
が
、
児
童

生
徒
、
保
護
者
に
と
っ
て

有
益
か
。

❹
大
栄
こ
ど
も
学
級
で

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
熱
中

症
対
策
の
両
立
が
困
難
で

あ
る
か
ら
、
移
設
が
急
が

れ
る
の
で
は
。

中
山

町長 熱中症・コロナ対策の難しさを再認識
今のままでいいのか

環
境
整
備
が
急
が
れ
る
の
で
は

❷
家
庭
で
の
利
用
ル
ー
ル
は

作
成
済
み
。
宿
題
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
が
見
込
ま

れ
れ
ば
、
現
在
の
持
ち
帰
り

の
ル
ー
ル
は
変
更
す
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

有意義な夏休みを

教
育
長
職
務
代
理
者

整
備
は
進
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
❹
異
常
な
暑

さ
の
中
で
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
の
換
気
を
行

う
難
し
さ
を
再
認
識
。
移
設

は
、「
ほ
く
え
い
未
来
ラ
ボ
」

で
の
議
論
を
踏
ま
え
判
断
。

❶
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

た
と
思
わ
れ
る
。

❷
希
望
が
あ
れ
ば
、
課
題
を

整
理
し
利
用
で
き
る
か
ど
う

か
検
討
。

❸
長
期
休
業
中
に
し
か
で
き

な
い
体
験
活
動
、社
会
経
験
、

学
習
補
充
な
ど
で
時
間
の
有

効
活
用
を
期
待
し
て
い
る
。

　
期
間
等
に
つ
い
て
は
学
校

と
検
討
。

町
長

教
育
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
❶
学
校
ご

と
に
利
活

用
に
差
が
出
て
い
る
。
こ

の
差
を
縮
め
る
方
法
は
考

え
て
い
る
か
。

❷
家
以
外
で
の
利
用
に
関

す
る
ル
ー
ル
や
環
境
の
整

備
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
か
。
急
い
で
整
備
を
。

❸
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
切

り
替
え
る
た
め
の
整
備
は
。

中
山

❶
学
校
間
の
取
り
組
み
の
状

況
や
情
報
交
換
を
目
的
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
活
動
支
援
員
の

連
絡
会
を
定
期
的
に
開
催

し
、
町
全
体
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
。

教
育
長
職
務
代
理
者

❸
個
人
が
欠
席
す
る
場
合
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
可
能
。

ク
ラ
ス
全
員
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
は
準
備
を
急
い
で
い
な

い
。

中
なか

山
やま

　功
こう

一
いち

小学校 始期 終期 日数
南部町　会見第二 7月30日 8月22日 23日
湯梨浜町　羽合 7月28日 8月24日 27日
倉吉市 7月28日 8月28日 31日

…
北栄町　大栄 7月23日 8月25日 33日

…
北栄町　北条 7月22日 8月25日 34日

…
若桜町 7月21日 8月28日 38日
（国立）鳥大附属 7月21日 8月28日 38日
八頭町 7月20日 8月28日 39日

県内小中学校の夏季休業日数

中学校 始期 終期 日数
（私学）青翔開智 7月21日 8月18日 28日
米子市　淀江 7月23日 8月22日 30日
三朝町 7月22日 8月21日 30日

…
北栄町　北条 7月22日 8月25日 34日

…
北栄町　大栄 7月16日 8月22日 37日

…
（国立）鳥大付属 7月21日 8月28日 38日
米子市　福生 7月16日 8月24日 39日
八頭町 7月20日 8月28日 39日

Wi-Fiルーター

町
政
こ
こ
を
問
う
（
　教
　育
　）
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町
全
体
で
の
導
入
の
可
能
性

を
検
討
す
る
。

❷
情
報
格
差
の
解
消
は
※
自

治
体
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
う
え
で

重
要
課
題
で
あ
る
。
対
策
の

一
つ
と
し
て
昨
年
か
ら
町
の

発
信
す
る
情
報
の
読
み
取
り

を
目
標
と
し
、
初
心
者
を
対

象
に
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し

た
。
き
め
細
か
な
支
援
を
継

続
し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実

現
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
❶
窓
口
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
は
、
す
で
に
一
部

で
導
入
。今
後
対
象
を
広
げ
、

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
町
民
の

利
便
性
や

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
及
び
窓

口
業
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
各
種
証
明
書
の
手

数
料
支
払
い
等
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
は
。

❷
今
後
一
層
デ
ジ
タ
ル
化

社
会
が
進
む
中
で
、
情
報

格
差
を
埋
め
る
た
め
の
取

り
組
み
が
重
要
に
な
る

が
、町
と
し
て
の
施
策
は
。

井
川

町長 実現に取り組む
情報格差の解消を
町政のデジタル化

地
域
と
の
つ
な
が
り
と
役
割
を

町
長
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働

高
齢
者
の
孤
立
防
止　

　
　
　
　
　
❶
「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」

は
令
和
２
年
度
と
比
較
す
る

と
開
催
回
数
は
4
割
減
、
参

加
者
数
は
5
割
減
。

　
高
齢
者
の
社
会
交
流
が
減

少
し
て
い
る
。

❷
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防

を
図
る
た
め
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
協
働
し
て
い
る
。
ま

た
外
出
支
援
に
つ
な
が
る
共

助
交
通
の
取
り
組
み
に

対
し
て
支
援
し
て
い
る
。

❸
老
人
ク
ラ
ブ
数
19
、

会
員
数
６
２
６
人
。
清

町
長

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍

で
高
齢
者

の
社
会
活
動
等
が
自
粛
・

制
限
さ
れ
る
中
で
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活

が
続
き
、
栄
養
状
態
・
身

体
機
能
・
認
知
機
能
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
。
ひ
と

り
一
人
の
関
係
性
の
構
築

に
力
を
入
れ
る
施
策
を
。

❶
高
齢
者
の
社
会
交
流
が

減
少
し
て
い
る
状
況
は
。

❷
高
齢
者
の
孤
立
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

蓑
原

❸
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
状
況

と
活
動
内
容
、
課
題
は
。

❹
支
え
愛
連
絡
会
の
取
り

組
み
は
。

掃
活
動
や
登
下
校
の
見
守
り

な
ど
の
活
動
。

　
課
題
は
役
員
の
担
い
手
が

不
足
。

❹
「
支
え
愛
連
絡
会
」
の
メ

ン
バ
ー
は
自
治
会
役
員
、
愛

の
輪
協
力
員
、福
祉
推
進
員
、

民
生
児
童
委
員
、
町
や
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
な
ど
。

　
28
自
治
会
で
実
施
。
支
援

の
必
要
な
世
帯
情
報
を
交
換

し
、支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

※
自
治
体
Ｄ
Ｘ

　
自
治
体
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
、
住
民
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
フ
ロ
ー
な

ど
の
改
革
を
進
め
る
こ
と
。

スマホ教室

蓑
みの

原
はら

　美
み

百
ゆ

合
り

井
い

川
がわ

　敦
あつ

雄
お

つながりを

町
政
こ
こ
を
問
う
（
く
　ら
　し
）
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適
切
な
管
理

を
す
る
た
め

に
は
、
用
途
に
あ
っ
た
管
理

者
へ
委
託
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
今
年
度

は
、
糞
被
害

等
４
件
の
報
告
あ
り
。

❷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
動

物
愛
護
グ
ル
ー
プ
猫
じ
ゃ
ら

し
」
と
連
携
し
、
取
り
組
ん

で
い
る
。

❸
過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
取

り
組
む
。

❹
現
時
点
で
は
困
難
。

町
長

　
　
　
　
　
　
令
和
3
年

に
県
が

「
動
物
愛
護
管
理
推
進
計

画
（
第
３
次
）」
を
策
定
し

た
が
、
町
の
取
り
組
み
は
。

❶
飼
い
主
不
明
猫
の
苦
情

の
実
態
は
。

❷
県
、
保
健
所
、
町
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
住
民
等
の

関
係
機
関
と
の
連
携
・
協

働
は
。

❸
飼
い
主
不
明
猫
の
不
妊

去
勢
手
術
実
施
頭
数
の
今

後
の
見
通
し
は
。

❹
地
域
猫
活
動
推
進
特
区

（
仮
称
）
を
地
域
指
定
し
、

活
動
の
予
算
化
を
。

斉
尾

町長 人と動物の共生を
どうする地域猫

話
し
合
い
を

町
長
円
滑
に
移
管
を

住
宅
周
辺
の
農
道
、水
路
の
管
理

地域猫活動

　
　
　
　
　
　
北
条
農
村

環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
裏
の
排
水
路

は
、
現
在
住
宅
等
建
ち
並

び
本
来
の
農
業
用
施
設
と

し
て
の
機
能
が
薄
れ
て
い

る
。

　
土
地
改
良
区
の
管
轄
で

は
あ
る
が
利
用
者
の
さ
ま

変
わ
り
に
よ
り
、
管
理
者

を
検
討
す
る
時
期
に
な
っ

て
い
る
。
町
、
土
地
改
良

区
・
住
民
で
話
し
合
い
を

し
て
は
。

斉
尾

　
し
か
し
維
持
管
理
に
は
負

担
が
伴
う
た
め
、
話
し
合
い

を
し
な
が
ら
円
滑
に
移
管
で

き
る
よ
う
す
す
め
て
い
き
た

い
。

※
さ
く
ら
ね
こ

　
不
妊
・
去
勢
手
術
済
み
の
印

と
し
て
、
さ
く
ら
の
花
び
ら
の

よ
う
に
耳
先
を
カ
ッ
ト
し
た
猫

斉
さい

尾
お

　智
とも

弘
ひろ

適切な管理を

地域で護られる※さくらねこ

町
政
こ
こ
を
問
う
（
く
　ら
　し
）
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定
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
、

境
界
が
確
定
し
て
い
る
な
ど

の
条
件
が
あ
り
、
申
請
手
数

料
と
10
年
間
の
管
理
費
相
当

分
の
負
担
も
必
要
と
な
る
た

め
、
土
地
の
国
庫
へ
の
帰
属

は
進
み
に
く
い
と
感
じ
て
い

る
。

　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
、
空
き
地
の

減
少
の
た
め
、
必
要
か
つ
適

切
な
対
応
を
し
た
い
。

❷
相
続
人
が
あ
る
場
合
は
連

絡
を
取
っ
て
い
る
の
で
、
全

て
が
行
政
代
執
行
で
は
な

い
。
空
家
等
審
議
会
に
話
を

聞
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
人
口
減

少
・
担
い

手
不
足
で
空
き
家
が
増

え
、
農
地
等
の
受
け
手
が

減
り
「
負
動
産
」
に
苦
し

む
人
が
多
い
。「
相
続
土

地
国
家
帰
属
法
」
に
つ
い

て
伺
う
。

❷
危
険
家
屋
の
「
行
政
代

執
行
」は
今
後
ど
う
す
る
。

阪
本

町長 適切な対応をしたい
相続を希望されない土地や家屋の対策
相続土地国庫帰属法

財
政
状
況
と
使
用
料
改
定

町
長
使
用
料
改
定
が
必
要

下
水
道
事
業
会
計　

　
　
　
　
　
❶
独
立
採
算

に
よ
る
健
全

経
営
に
は
程
遠
い
。
繰
入
額

は
令
和
3
年
度
で
約
8
億

円
。
今
後
は
老
朽
化
等
に
よ

る
修
繕
な
ど
、
支
出
が
減
っ

て
い
く
要
素
は
な
い
。

❷
令
和
元
年
度
に
完
成
し
た

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
厳
し
い

と
言
わ
れ

る
下
水
道
事
業
の
財
政
状

況
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
額
の
現
状
と
今
後
の
見

通
し
は
。

❷
下
水
道
事
業
経
営
戦

略
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
な
か
で
、
こ
れ

か
ら
の
下
水
道
事
業
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の

か
。 秋

山

❸
下
水
道
使
用
料
算
出
方

法
を
、
損
益
収
支
方
式
に

し
た
の
は
何
故
か
。ま
た
、

い
つ
迄
に
目
指
す
回
収
率

に
引
上
げ
る
の
か
。

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
に
沿
っ
て
、
下
水
道
施
設

を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
管

理
し
、「
資
金
」
と
「
人
材
」

を
加
え
た
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
発
展
さ
せ
て
い
く
。

❸
公
営
企
業
法
を
適
用
し
て

い
る
事
業
は
、
損
益
収
支
方

式
が
基
本
と
さ
れ
る
た
め
採

用
し
た
。
こ
の
度
の
使
用
料

の
改
定
に
よ
り
、
令
和
12
年

度
に
は
経
費
回
収
率
１
０

０
％
を
達
成
で
き
る
見
込
み

で
あ
る
。

行政代執行された危険空き家

　
　
　
　
　
　
❶
不
要
な
土

地
を
国
が
引

き
取
る
「
相
続
土
地
国
庫
帰

属
法
」
が
来
年
4
月
に
施
行

さ
れ
る
。
建
物
が
あ
っ
て
は

い
け
な
い
、
抵
当
権
等
の
設

町
長

秋
あき

山
やま

　修
おさむ

阪
さか

本
もと

　和
かず

俊
とし

マンホール蓋

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
治
・
財
政
）

議会だより北栄 ６４号
２０２２年11月13

　
　
　
　
　
　「
道
の
駅
北

条
公
園
」
で

は
、
市
場
調
査
も
行
っ
た
上

で
、
管
理
運
営
方
法
を
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
指
定
管
理

者
制
度
が
最
適
と
判
断
し
た
。

　「
道
の
駅
大
栄
」
で
は
民

間
事
業
者
に
店
舗
家
賃
を
課

し
て
い
る
が
、「
道
の
駅
北

町
長

て
は
、
鳥
取
中
央
農
協
か
ら

7
月
20
日
と
9
月
7
日
に
要

請
が
あ
っ
た
。

　
今
後
、
関
係
機
関
と
情
報

共
有
し
な
が
ら
近
隣
市
町
の

状
況
も
踏
ま
え
て
前
向
き
に

検
討
し
、
国
の
支
援
に
上
乗

せ
さ
れ
る
県
の
1
割
に
近
い

数
字
を
考
え
て
い
る
。
な
る

べ
く
肥
料
高
騰
分
の
負
担
が

少
な
く
な
る
よ
う
に
対
応
す

る
。

　
国
へ
の
条
件
撤
廃
あ
る
い

は
高
騰
分
の
全
額
支
援
と

い
っ
た
要
望
は
考
え
て
い
な

い
が
、
県
選
出
の
国
会
議
員

に
機
会
が
あ
れ
ば
話
す
。

　
　
　
　
　
　
農
水
省
は
、

前
年
に
比

べ
肥
料
価
格
上
昇
分
の
７

割
を
補
填
す
る
新
た
な
支

援
金
を
検
討
し
て
い
る
。

化
学
肥
料
２
割
低
減
を
支

給
条
件
と
し
た
こ
と
で
、

土
壌
診
断
な
ど
余
計
な
出

費
が
発
生
し
、
７
割
補
填

で
は
マ
イ
ナ
ス
と
の
声
が

小
規
模
農
家
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
政
府
へ
条
件
撤
廃
と
上

昇
分
の
全
額
補
填
を
要
請

し
、町
の
上
乗
せ
支
援
を
。

長
谷
川

町長 なるべく負担を少なくする
上昇分の全額補填

てん

を

異
な
る
運
営
形
態
を
ど
う
考
え
る

町
長
そ
れ
ぞ
れ
最
適
な
手
法
を
採
用

条
公
園
」
で
は
施
設
全
体
の

管
理
運
営
を
お
願
い
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
実

情
に
合
う
最
適
な
手
法
を
採

用
し
た
も
の
で
あ
り
、
不
公

平
感
は
な
い
と
考
え
る
。

　「
道
の
駅
大
栄
」
の
再
整

備
は
必
要
。「
ほ
く
え
い
未

来
ラ
ボ
」
で
の
調
査
研
究
も

視
野
に
徐
々
に
進
め
た
い
。

道
の
駅
の
運
営

肥料価格の高騰対策

　
　
　
　
　
　
再
整
備
の

進
む
「
道

の
駅
北
条
公
園
」
は
、
試

算
で
は
６
年
間
で
最
大
で

約
９
５
０
０
万
円
の
指
定

管
理
料
を
町
か
ら
指
定
管

理
者
へ
支
払
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
一
方
で
、「
道

の
駅
大
栄
」
で
は
入
居
者

が
店
舗
家
賃
を
支
払
っ
て

い
る
。
同
じ
様
な
目
的
で

作
ら
れ
た
施
設
で
あ
り
な

が
ら
、
全
く
違
っ
た
運
営

形
態
と
な
っ
て
い
る
が
そ

の
整
合
性
は
。

　
ま
た
、「
道
の
駅
大
栄
」

の
再
整
備
は
、
運
営
形
態

を
含
め
、
関
係
者
と
住
民

の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
取

り
組
み
を
。　

長
谷
川

長
は

谷
せ

川
がわ

　昭
しょう

二
じ

道の駅大栄

　
　
　
　
　
　
町
の
上
乗
せ

支
援
に
つ
い

町
長

高騰する肥料

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
治
・
政
策
）
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が
今
後
検
討
し
て
い
く
。
情

報
は
希
望
す
る
自
治
会
や
民

生
児
童
委
員
に
提
供
し
て
い

る
。

❷
障
が
い
者
手
帳
の
申
請
時

に
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

❸
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
、
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
県
と
連

携
備
蓄
し
て
い
る
。

❹
昨
年
と
同
じ
48
自
治
会
。

機
会
を
捉
え
て
必
要
性
を
説

明
し
て
い
く
。

❺
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
す
べ
て
の
自
治
会
に

配
置
を
し
た
い
。

　今
後
は
町
と
の
連
携
を
進

め
る
。

　
　
　
　
　
　❶
避
難
行

動
要
支
援

者
名
簿
の
作
成
状
況
と
そ

の
情
報
提
供
は
。

❷
支
援
が
必
要
な
人
の
避

難
計
画「
個
別
支
援
計
画
」

取
り
組
み
状
況
は
。

❸
福
祉
避
難
所
の
場
所
と

必
要
な
設
備
、
感
染
症
対

策
は
。

❹
自
主
防
災
組
織
の
組
織

率
は
。

❺
防
災
士
の
役
割
は
。

蓑
原

町長 全自治会に防災士を配置
命を守る体制づくりは
地域防災

排
水
施
設
の
改
修
に
助
成
を

町
長
考
え
て
い
な
い

民
家
の
雨
水
排
水
改
良
へ
の
支
援

　
　
　
　
　
　個
人
宅
の
排

水
で
あ
り
、

個
人
で
対
応
す
べ
き
問
題
で

あ
る
。

　改
修
費
用
の
助
成
は
考
え

て
い
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　近
年
、
多

発
す
る
線

状
降
水
帯
等
に
よ
り
降
水

量
が
激
増
し
て
い
る
。
民

家
の
現
状
の
排
水
施
設
で

は
越
流
し
、
水
浸
し
に
な

る
こ
と
が
あ
る
。

　防
災
・
減
災
の
観
点
か

ら
改
修
に
助
成
を
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　❶
日
本
語
に

不
慣
れ
な
外

国
人
に
つ
い
て
は
把
握
が
困

難
な
た
め
、
で
き
て
い
な
い

町
長

ここに避難を

蓑
みの

原
はら

　美
み

百
ゆ

合
り

斉
さい

尾
お

　智
とも

弘
ひろ

あふれ出る雨水

町
政
こ
こ
を
問
う
（
　防
　災
　）
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接
種
券
発
送

時
に
チ
ラ
シ

を
同
封
し
た
り
、
学
校
・
こ

ど
も
園
に
資
料
を
配
布
し
、

適
切
な
判
断
を
さ
れ
る
よ
う

に
説
明
し
た
。

　
3
回
目
接
種
率
は
65
・

97
％
。
4
回
目
接
種
も
国
の

方
針
に
沿
っ
て
、
引
き
続
き

進
め
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
6
月
議
会

時
の
状
況
と

変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
県

中
部
圏
域
で
通
院
で
き
る
よ

う
に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

を
拡
充
し
た
。

❷
メ
ン
バ
ー
構
成
は
副
町

長
、
総
務
課
長
、
企
画
財
政

課
長
、
健
康
推
進
課
長
、
健

康
づ
く
り
推
進
室
長
、
事
務

担
当
者
の
6
名
。

　
誘
致
の
た
め
の
基
金
を
創

設
し
、
県
や
医
師
会
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
み
、
情
報

発
信
し
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
由
良
地
区

に
あ
っ
た

医
院
が
無
く
な
っ
た
こ
と

は
、
町
民
に
と
っ
て
不
安

が
大
き
い
。

　
今
後
、
在
宅
医
療
、
災

害
時
の
医
療
体
制
、
小
児

医
療
、
周
産
期
医
療
等
の

充
実
を
図
り
、
住
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
の
対
策
は
。

❶
町
が
把
握
し
て
い
る
地

域
医
療
の
現
状
の
課
題
は
。

❷
地
域
医
療
に
つ
い
て
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
構
成
と
進
捗
状

況
は
。

蓑
原

町長 誘致のための基金を創設
健康を支え安心を

正
し
い
知
識
で
判
断
を

町
長
情
報
提
供
し
、
進
め
て
い
く

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

地域医療の確保

　
　
　
　
　
　
5
歳
か
ら

11
歳
の
子

ど
も
は
努
力
義
務
に
な
る

が
、
中
長
期
的
な
副
反
応

が
心
配
さ
れ
る
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
正

し
い
知
識
で
判
断
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
４
回
目
以
降
も
本
当
に

必
要
な
の
か
。

奥
田

奥
おく

田
だ

　伸
のぶ

行
ゆき

蓑
みの

原
はら

　美
み

百
ゆ

合
り

理解して判断を

みんなで健康管理を

町
政
こ
こ
を
問
う
（
医
療
・
健
康
）
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発
行
　
　
　
　
号
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議
会
だ
よ
り北
栄

我がまちの宝

発
行
責
任
者
　

　議
　長
　津
川
　俊
仁

編
集　広

報
広
聴
常
任
委
員
会

　委
員
長
　油
本
　朋
也

　副
委
員
長

　中
山
　功
一

　委
　員
　河
本
　文
哉

　委
　員
　蓑
原
美
百
合

　委
　員
　野
田
　秀
樹

　委
　員
　長
谷
川
昭
二

　
こ
の
広
報
の
紙
面
づ
く
り
に

参
加
し
て
１
年
、
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
た
気
が
し
ま
す
。

　
町
の
現
状
と
課
題
を
い
か
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
、
ど

う
い
う
文
章
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が

読
み
や
す
い
か
な
ど
、
初
め
て

気
づ
く
こ
と
や
学
び
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
い
く
つ
に

な
っ
て
も
挑
戦
を
繰
り
返
し
て

新
鮮
な
気
持
ち
で
い
た
い
も
の

で
す
。

　
今
号
で
は
、
９
月
定
例
会
の

決
算
審
議
や
一
般
質
問
な
ど
を

ま
と
め
た
内
容
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
と
行

政
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
と
し
て
役
立
て
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ご
意
見
や
感
想
な
ど
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

河
本
文
哉

散歩の延長で事故のないように通学路見守りボランティ
アとして立番をしています。
笑顔で挨拶ができるように声かけを大切にしています。

鳥取県立鳥取中央育英高等学校３年です。
今年からスポーツクライミングW杯（国際大会）に出場
してきました。
まだまだ、成長途中だと思っているので応援よろしくお
願いします。
W杯（国際大会）
 第１戦 韓国／26位	 第２戦 アメリカ／16位
 第３戦 アメリカ／８位	 第４戦 スイス／26位	
 第５戦 フランス／19位	 第６戦 インドネシア／26位
アジア選手権／５位

林
はやし

　かりんさん（17歳）中
なか

田
だ

　光
みつ

夫
お

さん（71歳）
　（田井） （弓原浜）

東高尾観音寺

知っとんなる？こんな北栄

お詫び
　令和４年８月発行の議会だより63号の「我がまちの宝」に掲載しまし
た副田さんのお名前に間違いがありました。お詫びして訂正いたします。

（正）　副田　幸男　　（誤）　副田　幸雄

　かつては近江堂と称し、開基にあたっては佐々
木高綱が関係しているといわれています。
　この観音寺には国の重要文化財２体、県の保護
文化財11体を含む45体の仏像が安置されていま
す。重要文化財のひとつ『木造千手観音菩薩』は、
高さ６尺２寸７分（1.9m）の檜の彩色のない一木
彫成で、県内最古の木造仏として高く評価されて
います。
　保護文化財である11体の木造仏は、戦火を避け
るために大日寺（倉吉市桜）から移されたものと
伝えられています。
　その他の古仏像32躯（平安中期作）

東高尾観音寺


